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卒業論文執筆に向けて 

 
                                               心理・教育実践学（教育実践学）講座 

 

卒論の構造（主に文献調査論文） 

○現状分析とその分析に立った問題提起・課題設定 

○その問題や課題に関わる主要な議論の紹介とその論の分析（意義づけや批判） 

○その分析にたった自分の論の提出 

この三つの前後に「本論の主張、その説明と論の展開の概要（はじめに・序論）」と「論文全

体のまとめと今後の課題（おわりに・結論）」を書く 

・論点と自分の主張を明確に述べる。 

・それらを展開しなければならない理由や現状を述べる。 

・これらを扱う先行研究を批判的に吟味して、現在の研究の到達点を示す。 

・その研究の批判によって（問題提起や反論をしたい所、未だ明らかでない点、など）、自分の

論を定め、その証拠や論拠を示しながら自分の論を対比的に展開させる。 

・最後に、これらの議論の展開を振り返って反省し、自分の主張や今回新たに明らかにした点と

今後の課題を示す。 

 

以下、具体的な構成例（目次例）：この他にもあるが、具体的には指導教員と相談すること 

タイプ１ 
表紙 
目次 
１．課題設定（課題の意義や設定の動機など）、研究方法、論文の展開の概要など 
２．課題やテーマの現状分析や定義、及び代表的な論の紹介・分析など 
３．前章で提出された内容から、特に詳述し考察したいところなど 
４．前章の分析・考察をうけて、本論で強調したい自分の論の展開と論拠 
５．議論の要約、主張の再確認、今後の課題や反省 
注記 謝辞 
参考文献 引用文献 
付録 
 
タイプ２ 
表紙 
目次 
１．問題の背景 
２．仮説の提示と研究の目的 
３．先行研究の分析と提案する仮説の設定 
４．検証方法の検討と準備 
５．検証の実施方法と実施結果 
６．結果をもとに仮説の立証について考察と問題点の整理 
７．まとめと今後の課題，展望 
注記 謝辞 
参考文献 引用文献 
付録 
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卒論執筆スケジュールの予定・確認表 

※A4 で２ページになるように作成 
※まず，研究計画を記入して、5 月 7 日（火）に題目と一緒に提出 
※章立て・節立てと執筆予定日を記入して、中間発表２の要旨提出と一緒に提出 

 

 氏名：                

 

卒論題目：                                    

 

（副題）：                                    
 
研究計画： 

 
取り組むこと・やるべきこと（現状分析，文献調査等） 
＋履修授業，採用試験，就職活動に関係する予定 

指導教員確認欄 

４月  
 
 

 

５月 題目提出 
 
 

 

６月  
 
 

 

７月  
 
中間発表１ 

 

８月  
 
 

 

９月  
 
 

 

１０月  
 
 

 

１１月  
 
中間発表２ 

 

１２月  
 
 

 

１月 卒論提出  
※特に初回提出時までに中間発表１までの計画は詳細に検討すること。 
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章・節立て： 

章立て・節立て（仮でもよい） 予定日 完了日 指導教員確認欄 

第1章： 

 第1節： 

 第2節： 

 第3節： 

 第 節： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第2章： 

 第1節： 

 第2節： 

 第3節： 

 第 節： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第3章： 

 第1節： 

 第2節： 

 第3節： 

 第 節： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はじめに・序論・序章 

 おわりに・結論・結章 

 文献一覧作成 

 注記作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「完了日」以降も提出間際まで推敲を重ねるべきことは、言うまでもない。 


